
田野畑村震災遺構保存計画(案)  
 
 
 
 
 
 

■震災遺構保存計画の背景 

  震災遺構の保存については、東日本大震災田野畑村復興基本計画及び復興実施計画において、その重要性

が取り上げられるとともに保存や活用の方向性が示されています。 

1 復興基本計画における「震災遺構保存」   (復興基本計画掲載頁 P16) 

   田野畑村の「未来に向けた復興」を目指すための３つの基本方針のひとつに「防災の地域づくり」が置 

かれ、その具体的な取り組みとして「災害の記録と活用」が掲げられています。 

   ・基本的な考え方 

    この大震災による大津波の「被災記録」と「復興記録」は、物的かつ精神的な痛手という大きな代償

により得られた、貴重な「財産」です。将来起こりうるであろう災害への備えを万全なものとするた

めの研究や、教訓とともに、後世へ正確に伝え残す情報として生かします。 

   ・復興に向けての方針 

津波災害の甚大さを体感できる「災害遺構」の保存を検討し、防災教育やジオツーリズムなどへの活

用を図ります。 

 

   2 復興実施計画における「震災遺構保存」   (復興実施計画掲載頁 P4、P27) 

   ・明戸地区の目指す復興の姿 

多くの恵みをもたらす自然が時には驚異となることを、被災遺構の風景とともに伝えつつ、緑と水で

彩られたアクティブなレクリエーションゾーンとして再生を目指します。 

   ・未来に向けた復興の視点 

今回の津波の凄まじさや自然環境の驚異が、現実のことであることを伝える風景として、決壊防潮堤

は貴重な遺構といえます。将来の教訓となるようこれを活かす視点が求められます。 

   ・目指す復興の姿 

決壊防潮堤は災害遺構として保存し、周囲をメモリアル公園として整備します。 

    

 ■震災遺構保存のスケジュール 

    ・H25年 3月～ H27年 3月  調査・設計・関係機関との協議、住民意見の募集と意見の反映 

    ・H27年 4月  事業開始(予定) 

    ・H28年 3月  完成(予定) 

 

 

 

 

 

■位置図 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■震災遺構保存イメージ図と施設が果たす役割 

 

震災遺構保存計画位置 

(旧明戸防潮堤) 

村では、東日本大震災により被害を受けた明戸地区の防潮堤について、震災の教訓を次世代に伝えて

いく貴重な震災資源ととらえ、有識者および関係機関とその保存のあり方や活用方法についての検討を

重ねてきました。 

 このたび、基本的な保存計画（案）がまとまりましたので、これに対する村民の皆さまのご意見を募

集いたします。 
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◎メイン保存部分 

破壊(決壊)の痕跡が著しい部分を中

心に保存し、津波の脅威、防災への

備えの大切さをについて、現実感を

もって後世に伝えます 

周回見学路を整備し、見学者の安全

を確保します 

◎保存部分 

かつてあった防潮堤の延長線(規模)

を視覚的にとらえることができます 

◎駐車場 

見学者用の駐車スペース 

◎植生園 

三陸の海岸植生を 

学ぶことができます 

◎遊歩道 

トレッキングや観光客を 

遺構施設に導きます 

◎案内板(解説版) 

被災の前後が比較できる写真や、 

津波のエネルギーや防潮堤を破壊する

過程解説するなど、防災学習やジオツー

リズムの教材として活用します 

[問い合せ先]  田野畑村役場政策推進課  

         電話 0194-34-2111（内線 63）(受付時間 :平日 8時 30分～17時 30分)  
 


